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７
０
０
名
弱
で
、
３
商
工
会
が
併

存
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
合
併
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
行
政
の
合
併
協
議
会
の
設
立

直
後
の
平
成　

年
９
月
か
ら
、
合

１４

併
問
題
の
委
員
会
、
他
県
の
合
併

商
工
会
視
察
、
首
長
と
の
懇
談
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

経
て
、　

年　

月
に
商

１５

１０

工
会
合
併
推
進
協
議
会

を
設
立
。　

年
３
月
に

１６

基
本
協
定
書
を
締
結
し
、

本
年
６
月
に
合
併
協
議

会
を
発
足
。　

月
の
合

１２

併
契
約
書
の
締
結
、
来

年
４
月
の
「
能
登
鹿
北

商
工
会
」
発
足
に
向
け

て
着
々
と
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、重
要
案
件（
本

所
所
在
地
、
会
費
基
準

等
）
を
決
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
合
併
後
に
新

田鶴浜町商工会との懇談

　

本
年　

月
に
七
尾
市
、
鹿
北
３

１０

町
（
田
鶴
浜
町
、
中
島
町
、
能
登

島
町
）
が
合
併
し
、
新
七
尾
市
が

発
足
す
る
。
こ
の
地
域
内
に
あ
る

鹿
北
３
商
工
会
の
会
員
数
は
合
計

七
尾
市
で
商
工
会
議
所
と
併
存
と

な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
を
含
め
て

ど
れ
だ
け
新
商
工
会
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
か
が
課
題

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

�　

行
政
の
合
併
（
高
松
町
、
七
塚

町
、
宇
ノ
気
町
）
と
併
せ
て
地
域

内
商
工
会
が
本
年
４
月
に
合
併
し

「
か
ほ
く
市
商
工
会
」
が
発
足
し

て
い
る
。

　
　

年　

月
、
商
工
会
側
か
ら
各

１３

１０

町
に
対
し
て
３
町
の
行
政
合
併
推

進
の
要
望
書
を
提
出
。
そ
の
後
、

３
町
合
併
協
議
会
が
発
足
さ
れ
る

に
伴
い
、
商
工
会
も
合
併
不
可
欠

と
判
断
し
、　

年
６
月
に
３
商
工

１４

会
合
併
推
進
協
議
会
を
設
置
。　
１５

年
４
月
に
基
本
協
定
書
を
締
結
。
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浄
土
山
は
立
山
連
峰
の

主
座
雄
山
の
右
隣
で
、一

の
越
の
鞍
部
を
挟
ん
で

聳
え
る
立
山
三
山
の
一つ
で
あ
る
。

そ
の
浄
土
山
に
初
め
て
登
っ
た
▼

起
点
の
室
堂
平
は
、す
で
に
秋
を

告
げ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
登
っ
て

振
り
返
る
と
、み
く
り
ヶ
池
が
鮮

や
か
で
、地
獄
谷
か
ら
は
白
煙
が

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
向
こ
う
に

は
大
日
の
山
嶺
が
横
た
わ
り
、脇

か
ら
富
山
平
野
が
遠
望
で
き
る
。

私
は
久
し
ぶ
り
の
山
行
を
喜
ん

だ
▼
い
よ
い
よ
急
勾
配
で
あ
る
。

高
度
を
上
げ
て
、ガ
レ
場
の
分
岐

点
に
至
る
。ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
室

堂
山
だ
が
、左
折
し
て
岩
場
へ
進

む
。
頂
上
間
近
の
三
点
確
保
に

と
ま
ど
っ
て
い
る
と
、霧
が
深
く

た
れ
て
き
た
。
次
第
に
風
が
強

ま
り
、体
感
温
度
が
下
が
る
。た

ち
ま
ち
寒
さ
に
襲
わ
れ
、体
が

縮
こ
ま
る
。頂
上
に
立
っ
た
後
は
、

慌
た
だ
し
く
無
人
の
小
屋
陰
に

避
難
し
た
▼
稜
線
道
を
一の
越
に

下
り
、雄
山
登
拝
の
人
々
に
出

会
っ
て
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
今
に

思
え
ば
、美
し
い
眺
望
ど
こ
ろ
か
、

山
を
軽
く
見
た
自
分
を
省
み
る
。

無
計
画
日
帰
り
山
行
の
一
端
、約

三
時
間
の
顛
末
で
あ
る
。�

県
商
工
会
連
合
会
は
、
８
月

日
〜

日
の
両
日
、
石
川
県
に
お
い
て

２４

２５

商
工
会
長
視
察
研
修
会
を
実
施
し
た
。

石
川
県
内
で
は
市
町
村
合
併
の
動
向
に
合
わ
せ
る
形
で
、各
地
で
商
工

会
の
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
速
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

組
織
再
編
を
研
修

石
川
県
内
２
商
工
会
で

商工会長
視察研修会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

次
ペ
ー
ジ
へ　
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ク
運
動
の

取
り
組
み

を
発
表
し

た
奥
村
ひ

ろ
み
さ
ん

（
愛
知
）

が
最
優
秀

賞
に
選
ば

れ
、
十
月
七
日
、
石
川
県
で
開
催

さ
れ
る
女
性
部
全
国
大
会
に
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
優

良
賞
に
西
恵
さ
ん
（
石
川
）
三
宅

清
美
さ
ん
（
岐
阜
）
北
岡
フ
ミ
子

さ
ん
（
三
重
）
が
選
ば
れ
た
。
鳥

羽
水
族
館
の
中
村
幸
昭
館
長
が

「
新
環
境
社
会
の
創
造
〜
自
然
・

環
境
・
人
間
」
と
題
し
講
演
が
あ

っ
た
。

庄川清流温泉

とっておきのお宿

順不同
〒932‐0395　富山県庄川町　庄川泉源株式会社

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐５８４７８２‐５１１１越 中 庄 川 荘○保 

８２‐６５７６８２‐１２６０三 楽 園○国 

８２‐６５８６８２‐１２５３風流味道座敷ゆめつづり○政 

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐６７６８８２‐６７６７ス タ ー リ ー ナ イ ト○Ｐ 

８２‐４５５５８２‐０４１５薬 師 温 泉　 庄 永 閣○政 

８２‐５１６６８２‐５１８８や ま ぶ き 荘○保 

コンピュータによる

商工会の記帳システム
記帳システムによる効果

お問い合わせ・お申し込みは…　商工会

◆めんどうな記帳事務から解放

されます。

◆企業秘密は万全です。

◆経費はほんのわずかです。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
５
県
の
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
が
八
月
二
十

四
日
、
三
重
県
青
山
町
「
リ
ゾ
ー

ト
パ
ラ
デ
ュ
ー
夢
」
で
開
催
さ
れ
、

井
山
陽
子
さ
ん
（
八
尾
町
商
工
会

女
性
部
）
が
富
山
県
代
表
と
し
て

発
表
、
見
事
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
て
一
色
三
重

県
女
性
連
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
、
山
田
中
部
経
済
局
中
小
企
業

課
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

発
表
で
は
、「
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
女
性
部
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
河
川
浄
化
や
マ
イ
バ
ッ

喜びの表彰を受ける井山さん

　

商
工
同
友
会
の
第
２
回
地
域
経

済
活
性
化
研
究
会
を
八
月
十
九
日
、

利
賀
村
を
会
場
に
開
催
し
た
。
講

師
に
観
光
カ
リ
ス
マ
に
認
定
さ
れ

た
利
賀
村
総
務
企
画
課
長
中
谷
信

一
氏
と
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ブ
・
グ
ル

ー
ヴ
ィ
の
高
峰
博
保
氏
を
招
き
観

光
を
テ
ー
マ
に
研
修
し
た
。

　

中
谷
氏
は
「
利
賀
村
は
山
村
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
芸
術

と
文
化
の
二
つ
を
大
き
な
柱
に
千

人
足
ら
ず
の
村
に
四
十
万
人
が
訪

れ
る
村
に
な
っ
た
。
し
か
し
イ
ベ

ン
ト
は
天
候
に
左
右
さ
れ
リ
ス
ク

を
負
っ
て
ま
で
や
る
必
要
が
あ
る

か
議
論
し
た
中
で
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
村
外
の
人

達
を
招
待
し
て
意
見
を
聞
き
応
援

団
と
し
て
後
押
し
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
成
功
の
原
因
で
あ
る
。

世
界
そ
ば
博
覧
会
は
三
十
一
日
間

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
賀

村
の
観
光
は
、
美
し
い
日
常
の
風

景
の
中
で
、
活
き
活
き
と
生
活
し

て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
お
の

ず
か
ら
都
市
等
よ
り
足
を
運
ん
で

く
れ
る
。
そ
し
て
全
て
の
人
を
引

き
ず
り
込
む
だ
け
の
賑
わ
い
を
作

る
事
が
大
切
」
と
話
さ
れ
る
。

　

引
き
続
き
、
高
峰
先
生
を
座
長

に
各
地
の

観
光
の
取

り
組
み
な

ど
に
つ
い

て
デ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

し
た
。

利賀の観光は日常の風景を美しく見せる

商工同友会

地
域
経
済
活
性
化
研
究
会
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�
�
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中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

女
性
部

交
流
研
修

ＩＴソリューション相談指導のご案内

富山県商工会連合会　経営安定対策班
〒９３０‐０８５５　富山市赤江町１‐３（TEL：０７６‐４４１‐２７１６）

専門指導員が出向きご相談に応じます。近くの商工会へ
お問い合わせ下さい。

����
���

提案依頼書とは、情報システムの構築
や運用を外部に委託しようとする場合
に必要となるドキュメントです。

���� 指導日数は３日を限度としています。

１．費用は無料
��

２．相談内容に応じた提案依頼書の作
成

３．ＩＴ知識の習得

����
現在運用中の情報システムを改善した
い。どうすれば良いかアドバイスして
ほしい。

インターネットを利用したいが、何を
検討すればよいか教えてほしい。

業務改善したいが、ＩＴで解決できる
ことがあるか教えてほしい。

　

月
に
合
併
契
約
書
を
締
結
し
て
、

１２本
年
３
月
の
行
政
合
併
直
後
の
４

月
に
新
商
工
会
が
誕
生
し
た
。

　

会
員
数
１
５
０
０
名
規
模
の
商

工
会
と
な
っ
た
が
、
既
存
商
工
会

の
職
員
を
引
き
継
ぎ
、
１
本
所
２

支
所
の
体
制
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
管
理
費
等
経
費
の
節
減

は
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

説
明
に
あ
た
っ
た
「
か
ほ
く
商
工

会
」
の
小
山
会
長
は
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
支
所
の
廃
止
を
含
め
た
事
務

局
組
織
の
見
直
し
、
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た

熱
い
思
い
を
語
ら
れ
た
。
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中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。一部

に持ち直しの動き。

�生　　産�

　引き続き持ち直してい

る。

�設　　備�

　製造業を中心に増加し

ている。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、

引き続き改善している。

�企業倒産�

　引き続き、減少傾向に

ある。

　

研
修
会

で
は
、
㈱

あ
ま
か
ね

地
域
開
発

柴
田
時
和

氏
よ
り
、

観
光
と
地

域
振
興
を

テ
ー
マ
に

講
演
が
あ

り
、
こ
の
中
で
「
県
内
の
観
光
は

宿
泊
数
、
県
外
客
数
と
も
若
干
減

少
し
て
い
る
が
入
り
込
み
客
数
は

伸
び
て
い
る
。
こ
れ
を
市
場
分
析

す
る
と
・
高
齢
者
の
団
体
旅
行
体

験
者
の
減
少
・
個
人
主
義
的
自
分

だ
け
の
旅
づ
く
り
等
の
傾
向
が
あ

り
、
受
け
入
れ
側
と
し
て
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
仕
掛
が
必
要
」
と
強
調

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
富
山
県
経
営
支
援
課

長
荒
木
勝
氏
よ
り
本
県
の
中
小
企

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
八
月
二
十
七
日�
〜
二
十
八
日�
大

沢
野
町
の
「
大
沢
野
パ
レ
ス
」
に
お
い
て
、「
小
規
模
企
業
振
興
委

員
研
修
会
」
を
県
下
商
工
会
よ
り
委
員
四
十
七
名
が
出
席
し
て
開

催
し
た
。
商
工
会
員
の
目
線
に
た
っ
て
商
工
会
事
業
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
振
興
委
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
県
内
観
光
実
態
や
県
中
小
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て
研

修
し
、
活
動
状
況
な
ど
意
見
交
換
し
た
。

���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
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業
支
援
施
策
の
概
要
（
①
経
営
基

盤
の
充
実
・
強
化
②
経
営
革
新
、

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
促
進
③
中

小
商
業
の
振
興
並
び
に
県
の
制
度

融
資
）
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
に
よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
研
修
会
を
閉
じ
た
。

　

砺
波
地
域
の
十
一
商
工
会
青
年

部
が
つ
く
る
砺
波
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
は
、
九
月
十
二
日
庄
川
町
水
記

念
公
園
に
お
い
て
、
砺
波
地
域
の

伝
統
芸
能
や
特
産
品
を
紹
介
す
る

「
い
い
と
こ
と
な
み
野

・
・
・
・
再
発
見�
」

を
開
催
し
た
。

　

地
域
の
観
光
資
源
、
特
産
品
、

伝
統
行
事
を
調
査
研
究
し
て
発
表

し
、
地
域
住
民
に
再
認
識
し
て
も

ら
い
新
た
な
市
場
開
拓
に
結
び
つ

け
よ
う
と
今
年
初
め
て
の
提
案
型

公
募
事
業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
。

青
年
部
員
が
地
域
の
担
い
手
と
し

て
自
覚
の
も
と
、
広
域
連
携
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
た

い
と
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
取
り

組
ん
だ
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
、
源
太
良
太
鼓
、

源
氏
太
鼓
、
夜
高
太
鼓
、
八
乙
女

風
神
太
鼓
、
サ
ン
バ
、
じ
ゃ
ん
と

こ
い
む
ぎ
や
、
木
遣
り
踊
り
、
こ

き
り
こ
、
む
ぎ
や
、
チ
ン
ド
ン
な

ど
地
域
伝
統
芸
能
等
の
発
表
の
ほ

か
、
場
内
で
人
力
車
の
試
乗
や
小

矢
部
の
ミ
ニ「
火
牛
の
計
レ
ー
ス
」

も
行
わ
れ
た
。
ま
た
テ
ン
ト
で
は
、

五
箇
山
和
紙
す
き
体
験
、
庄
川
木

地
ロ
ク
ロ
体
験
、
利
賀
手
打
ち
そ

ば
実
演
の
ほ
か
地
域
の
特
産
品
多

数
が
販
売
さ
れ
た
。

　

当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
砺

波
地
区
の
伝
統
芸
能
に
ふ
れ
て
よ

か
っ
た
」「
南
砺
市
に
な
っ
て
も
続

け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

砺波地区砺波地区
11青年部11青年部

伝
統
芸
能
・
特
産
品
を
一
堂
に

伝
統
芸
能
・
特
産
品
を
一
堂
に

い
い
と
こ

い
い
と
こ
と
な
み
野

と
な
み
野

・
・
・
・
再
発
見

再
発
見

手打ちそばの実演（利賀村）

ステージ前の多くの観客

源太良太鼓の熱演（福岡町）
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“呉
羽
梨
の
み

ず
み
ず
し
さ
を
少

し
で
も
長
く
味
わ

え
た
ら
”
そ
ん
な

思
い
を
叶
え
る
た
め
、

約
三
十
余
年
に
わ

た
り『
梨
の
お
菓
子
』

に
こ
だ
わ
り
続
け

て
き
ま
し
た
。
　

　
梨
と
い
う
果
物
は
ほ
と
ん
ど
が

水
分
で
菓
子
の
具
材
に
は
不
向
き

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、父
は
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
梨
の
お
菓
子
を
次
々

と
開
発
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、当
店
に
一
歩
入
る
と

銘
菓
で
あ
る「
く
れ
は
梨
最
中
」に

は
じ
ま
り
、「
梨
パ
イ
」、「
梨
羊
か�

ん
」、「
梨
ゼ
リ
ー
」
な
ど
梨
の
お
菓

子
へ
の
こ
だ
わ
り
が
手
に
と
る
よ

う
に
わ
か
り
ま
す
。�

　
そ
ん
な
梨
づ
く
し
の
中
に
ち
ょ
っ

と
違
う
空
間
が
あ
る
の
が
洋
菓
子

部
門
で
す
。�

　
約
十
年
の
修
行
を
終
え
、富
山

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
父
と

共
に
梨
の
加
工
技
術
の
向
上
に
努

め
、新
し
い
お
菓
子
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。�

　
呉
羽
に
は
梨
の
他
に
も
サ
ツ
マ

イ
モ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
色
々
な
食
材
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
梨
だ
け
で
な
く
、

呉
羽
地
区
の
食
材
、広
く
は
富
山

県
内
の
食
材
を
使
っ
た『
ふ
る
さ
と

の
お
菓
子
』
を
作
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

�
　
富
山
県
商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研

究
会
員
十
三
名
は
、こ
の
ほ
ど
、高

山
市
の
飛
騨
産
業
を
視
察
し
た
。

　
飛
騨
産
業
は
創
業
以
来
八
十

有
余
年
、飛
騨
の
匠
の
も
の
づ
く
り

文
化
を
受
け
継
い
で
い
る
企
業
で

あ
る
。
歴
史
あ
る
企
業
が
陥
り
が

ち
な
古
い
経
営
体
質
か
ら
脱
皮
さ

せ
る
た
め
、三
年
半
前
に
現
在
の

岡
田
社
長
が
流
通
業
か
ら
転
身
、

社
長
に
就
任
し
た
。
ま
ず
、取
り

組
ん
だ
の
は
財
務
体
質
の
強
化
や

代
理
店
制
度
の
廃
止
等
、利
益
の

出
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

同
時
に「
ス
ピ
ー
ド
・
ス
リ
ム・
シ
ン
プ

ル
」を
経
営
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
、風
通

し
の
良
い
、若
い
人
が
自
由
に
物
が

言
え
る
会
社
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。�

　
商
品
開
発
面
で
は
、節
材
を
活

か
し
た
製
品
を
作
っ
た
と
こ
ろ
消

費
者
か
ら
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
製

品
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
、現
在
、

主
力
製
品
に
ま
で
な
っ
た
。�

　
岡
田
社
長
は
、Ａ
Ｂ
Ｃ（
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
を
バ
カ
に
な
っ
て
ち
ゃ

ん
と
や
れ
）の
精
神
で
仕
事
を
す
る

姿
勢
が
大
切
で
あ
り
、足
踏
み
は

良
い
が
停
滞
し
て
は
ダ
メ
で
あ
る
と

話
さ
れ
た
。�

チーフ　瀧脇  誠�

（有）瀧味堂（呉羽）�

梨を具材にした商品の数々�

節材を活かした製品づくり�

菓
子
の
具
材
と
し
て�

更
な
る
発
展
を
目
指
し�
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企
業
の
収
益
体
質
創
り
に
は
幾
つ

か
の
理
論
や
方
法
が
あ
る
。
こ
の
最

新
の
理
論
や
技
術
を
知
っ
て
い
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
理
論
や
技
術
を

沢
山
学
ん
で
い
て
も
、
企
業
の
経
営

は
成
功
す
る
―
―

と
は
限
ら
な
い
。

否
、と
き
に
は「
論

語
読
み
の
論
語
知

ら
ず
」
の
よ
う
な
一
番
危
な
い
経
営

も
見
聞
す
る
。

　

収
益
の
不
安
に
も
見
舞
わ
れ
て
い

る
企
業
の
中
に
は
、
立
派
な
経
営
理

論
を
知
っ
て
い
た
り
、
次
々
に
全
国

の
成
功
企
業
を
見
学
し
た
り
、
評
判

　

「
企
業
の
個
性
」
と
は
、
そ
の
企

業
が
独
自
に
創
り
出
し
た
「
儲
け
る

法
則
」
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
美

味
し
い
飲
食
店
の「
極
秘
の
隠
し
味
」

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

小
規
模
企
業
が
新
し
い
経
営
理
論

を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
も

っ
と
大
切
な
こ
と
は
、

承
知
し
て
い
る
理
論
や

技
術
を
使
い
「
自
分
の
企
業
の
隠
し

味
」
を
も
っ
た
「
企
業
の
個
性
」
創

り
に
、
も
っ
と
意
欲
的
に
取
組
む
こ

と
で
あ
る
。

　

「
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
儲
か
ら

な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
い
る
経
営

者
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
学
ん
で
は
い
る
が
繁

栄
し
な
い
―
―
企
業
を
調
べ
る
と
、

極
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
「
身
の
丈
経
営
」

を
忘
れ
た
姿
が
あ
る
。

　

企
業
は
収
益
の
拡
大
を
目
指
し
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
収
益
の
向
上
に
は
「
徹
底
し
た

消
費
者
志
向
」
を
基
本
に
し
た
「
企

業
の
個
性
」
が
必
要
で
あ
る
。

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	



経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

に
慣
れ
る
に
従
い
声
も
で
る
よ
う

に
な
り
、
挨
拶
と
お
礼
も
し
っ
か

り
と
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
参

加
し
た
生
徒
か
ら
「
地
域
の
人
と

の
会
話
が
大
事
な
仕
事
だ
と
感
じ

た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

総合建設業�

高 畠組
中新川郡立山町目桑６２�
TEL４６３－４３９８�
FAX４６３－４６２６�

タクシーは�

立山交通�
TEL４６３－１１８８
FAX４６３－１１９２�

イ イ パ パ �

総合建設業�
一級建築士事務所�

代表取締役　�菅 原 久 信 �

中新川郡立山町金剛寺８１�
TEL４６３－００５５�

FAX兼用４６３－０８７９�

菅原建設�株式�会社�

　

水
橋
商
工
会
薬
業
青
年
部
は
、

八
月
十
九
日
後
継
者
の
育
成
と
地

域
の
人
々
と
の
交
流
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
家
庭
薬
の

一
日
配
置
実
習
を
行
っ
た
。
同
地

区
内
の
水
橋
・
三
成
の
両
中
学
校

か
ら
四
十
二
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

八
班
に
分
か
れ
て
薬
業
青
年
部
員

と
一
緒
に
水
橋
地
区
の
得
意
先
約

八
十
戸
を
訪
れ
売
薬
独
特
の
「
先

用
後
利
」
シ
ス
テ
ム
を
学
ん
だ
。

　

最
初
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に
戸

惑
い
が
ち
の
生
徒
た
ち
も
、
徐
々

真剣に実習に取り組む生徒たち

　

呉
羽
商
工
会
で
は
、
商
工
業
と

街
の
発
展
は
一
体
で
あ
る
と
の
主

旨
に
よ
り
、
地
域
自
治
振
興
会
を

交
え
た
「
街
づ
く
り
委
員
会
」
を

設
置
し
て
、
地
域
活
性
化
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
七
月
更

な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
区
内
の
各
種
団
体
を
加
え
た

「
呉
羽
地
域
活
性
化
懇
談
会
」
を

立
ち
上
げ
て
協
議
し
た
結
果
、
呉

羽
地
区
は
公
共
交
通
の
空
白
地
帯

が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
と
地
域
住
民
の
生
活
利
便

性
の
確
保
を
図
り
、
併
せ
て
回
遊

に
よ
る
商
工
業
の
活
性
化
を
目
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
運
行
が
最

重
要
課
題
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

本
年
四
月
に
事
業
運
営

主
体
「
㈲
ま
ち
づ
く
り
公

社
呉
羽
」
が
地
区
内
諸
団

体
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
呉
羽
地
区
全
世
帯
か

ら
協
賛
金
を
負
担
い
た
だ

く
な
ど
地
元
主
導
型
の
自
主
運
行

バ
ス
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。

　

十
月
か
ら
は
、
二
ヶ
月
間
富
山

市
主
体
に
よ
る
、
自
主
運
行
バ
ス

の
試
行
運
行
が
実
施
さ
れ
る
。

　

呉
羽
商
工
会
で
は
、
こ
の
試
行

運
行
に
よ
る
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
て
、
本
格
運
行
に
は
よ
り
利
便

性
の
高
い
も
の
と
し
、
さ
ら
に
バ

ス
と
商
工
業
と
の

接
点
も
検
討
し
て

地
域
活
性
化
、
商

工
業
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
�
�

水水水水水水水水水水水水水水水水
橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬
業業業業業業業業業業業業業業業業
青青青青青青青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年年年年年年年
部部部部部部部部部部部部部部部部

水
橋
薬
業
青
年
部

�
�
�
�
�
�
�
�
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呉
羽
商
工
会

呉
羽
商
工
会
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大門町商工会　　 

主席経営指導員　高 田 正 二

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

空
き
店
舗
整
備
事
業

　

街
に
元
気
を
呼
ぶ

拠
点
づ
く
り

り
を
目
指
し
ま
し
た
。

�　

大
門
町
の
中
心
商
店
街
は
、

近
隣
地
区
に
お
け
る
大
型
店
の

出
店
や
有
力
商
店
の
商
店
街
外

区
へ
の
移
転
等
に
よ
り
、
空
き

店
舗
が
増
加
す
る
な
ど
空
洞
化

が
進
み
、
衰
退
の
傾
向
に
あ
る
た

め
、
商
店
街
の
活
性
化
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
に
優
し
い
街

づ
く
り
、
魅
力
あ
る
楽
し
い
商
店

街
を
推
進
す
る
た
め
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
、
買
い
物
客
に
休
憩
場

所
を
開
放
す
る
と
と
も
に
高
齢
者

の
方
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
立
寄
る

こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
場
「
い
っ

ぷ
く
や
茶
」
を
開
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
憩
い
の
場

�
施
設
の
概
要

　

①
休
憩
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
（
買

い
物
客
の
休
憩
場
所
と
交
流

の
場
）

　

②
凧
コ
ー
ナ
ー
（
世
界
・
全
国

の
凧
や
飾
り
凧
の
展
示
）

　

③
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
趣
味
の
作

品
と
匠
の
里
の
陶
器
の
展
示
）

　

④
工
房
コ
ー
ナ
ー
（
凧
づ
く
り

等
の
製
作
）

　

⑤
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
（
特
産

品
、
野
菜
、
果
実
等
の
販
売
）

�
設
置
場
所

　

大
門
町
中
町
商
店
街

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
駐
車
場
の
建
物

（
１
６
０
㎡
）

　

平
成　

年
９
月
８
日�
開
設

１４

�　

大
門
町
の
商
店
街
が
地
域
住
民

（
高
齢
者
）
に
と
っ
て
、
優
し
い
、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
地
域

�
親
切
で
元
気
な
人
が
育
つ

�
趣
味
、
活
動
の
拠
点
と
し
て

�
交
流
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い

へ
と
街
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

　

一
度
、
立
寄
っ
て
見
て
下
さ
い
。

街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」を
拠
点
に

物
品
等
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
た
場
合
で
、
そ
の
対
価

た
る
債
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、

そ
の
損
失
は
税
務
上
交
際
費
と
認

定
さ
れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

貸
倒
損
が
認
め
ら
れ
る
と
き

　

Ａ
社
の
資
産
状
況
、
支
払
能
力

等
か
ら
み
て
そ
の
全
額
が
回
収
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
は
、
税
務
上
貸
倒
損
失
と
し

て
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
会
社
更
生
法
に
よ
る

更
正
計
画
の
認
可
決
定
、
債
権
者

集
会
で
の
協
議
決
定
、
債
務
超
過

が
相
当
期
間
継
続
し
弁
済
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
書
面
で

通
知
し
た
場
合
等
が
該
当
し
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

不
良
債
権
の
放
棄

　

Ｑ

�

当
社
は
得
意
先
Ａ
社
に
対

し
て
長
期
滞
留
債
権
二
百
万
円
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
利
益

も
で
て
い
る
こ
と
か
ら
債
権
放
棄

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

税
務
上
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

ま
す
か
。

　

Ａ

�

寄
付
金
に
な
る
と
き

　

Ａ
社
の
財
政
状
態
が
著
し
く
悪

化
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
せ
ず

安
易
に
債
権
放
棄
を
行
っ
た
と
き

は
寄
付
金
と
認
定
さ
れ
、
貸
倒
損

失
の
大
部
分
が
損
金
算
入
を
否
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

交
際
費
に
な
る
と
き

　

Ａ
社
の
役
員
や
従
業
員
に
対
し

買い物で賑わうふれあい館「いっぷくや茶」

●お問い合せは�

北日本印刷株式会社�
コミュニケーション支援企業�

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820�
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp

　

近
年
多
く
の
市
町
村
が
直
面
し

て
い
る
よ
う
に
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
、
人
口
の
ド
ー
ナ

ツ
化
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

公
共
施
設
の
郊
外
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
大
門
町
の
中
心
市
街
地
は
か

っ
て
の
賑
わ
い
は
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

当
町
に
は
特
産
開
発
に
取
り
組

む
生
産
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
活
発
な

活
動
を
続
け
る
元
気
な
グ
ル
ー
プ

も
多
々
あ
り
ま
す
、
こ
こ
に
目
を

向
け
街
に
元
気
な
人
が
活
動
で
き

る
拠
点　

街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」
を
空
き
店
舗

に
整
備
し
、
大
門
町
の
元
気
を
醸

成
す
る
た
め
に
運
営
委
員
会
を
中

心
に
魅
力
あ
る
楽
し
い
商
店
街
創
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������においで
������

������

 新 　 川 　 荘 
にい かわ そう

TEL０７６５－６２－１１３９

��
��お泊

りは

会員になられますと…

ふれあいクラブで

大きな特典

た
名
称
、
マ
ー
ク
等
を
用
い
て

「
国
民
生
活
支
援
機
構
」
と
称

し
た
Ｄ
Ｍ
に
よ
る
融
資
の
勧
誘
。

〈
問
合
せ
先
〉

最
寄
の
支
店
及
び
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
相
談
セ
ン
タ
ー
０
３
（
３
２

７
０
）
４
６
４
９

〈
本
件
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

h
ttp
://w

w
w
.k
ok
u
k
in
.g
o.jp
/

    
    
 
 
  
  
 
 
  
  
    
 

pfcj/topicreditcenter.htm
l

                         
 

　

全
国
商

工
会
連
合

会
と
日
本

商
工
会
議

所
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
消

費
税
ガ
イ
ド
」
に
よ
り
改
正
消
費

税
の
概
要
、
消
費
税
の
基
本
的
な

ポ
イ
ン
ト
等
、
実
用
的
な
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
今
般
、「
消

費
税
ガ
イ
ド
」
の
更
新
情
報
や
ポ

イ
ン
ト
等
を
よ
り
迅
速
に
情
報
提

供
す
る
た
め
に
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
「
メ
ル
マ
ガ
『
消
費
税
ガ
イ
ド
』

を
発
刊
し
ま
す
。
消
費
税
の
基
本

的
な
ポ
イ
ン
ト
、最
新
動
向
、Ｑ
＆

Ａ
な
ど
が
満
載
で
す
。

　

新
規
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら　

h
ttp
://w

w
w
.tax
in
fo.jp
/m
eru

    
    
 
 
    
  
     
  
   

m
a.php

 
     

ッ
ク
」
を
実
施
す
る
。
今
回
、
商

品
自
体
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
改
良

を
、
複
数
の
専
門
家
が
個
別
に
相

談
（
無
料
）
対
応
す
る
も
の
で
、

次
の
六
会
場
で
開
催
す
る
。

十
月
十
三
日
（
入
善
町
商
工
会
）

十
月
十
四
日
（
福
光
町
商
工
会
）

十
月
二
十
七
日（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

十
月
二
十
八
日（
立
山
町
商
工
会
）

十
一
月
十
日
（
小
杉
町
商
工
会
）

十
一
月
十
二
日（
小
矢
部
商
工
会
）

〈
ク
リ
ニ
ッ
ク
申
込
み
先
〉

各
商
工
会
又
は
県
連
合
会
（
広
域

指
導
課
）
ま
で

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
―
４
４
１
―
２

７
１
６
）

�����

平成17年度中小企業対策概算要求

－やる気と能力のある
企業の挑戦を支援－

　平成１７年度中小企業対策概算要求として経営革新法、中小
創造法、新事業創出促進法を整理統合して「中小企業経営革
新等総合支援法（仮称）」の制定を施策の目玉に据え、やる気
と能力のある中小企業を強力に支援することで、経済活性化・
雇用拡大をより確かなものとし、地域再生を図る姿勢を打ち
出した。主な施策は以下のとおり。
Ⅰ「市場に挑戦する中小企業の支援」を通じた経済活性化・
地域再生
　・新連携関連支援（６０億円）
　　　中小企業が技術・ノウハウを相互補完し付加価値の高
い製品・サービスを創出する新たな連携を推進する。

　・JAPANブランド育成支援事業（１１億円）
　　　海外への販路拡大について総合支援する。
　・販路開拓専門員活動事業（２．８億円）
　　　販売専門の企業OBが接点となり、販路拡大に課題を
抱える中小企業と商社などをマッチングする。

　・シニアアドバイザー事業（１５億円）
　　　商工会・商工会議所等の優れた支援人材（シニアアド
バイザー）を活用し、ビジネスプラン作成などの支援を
行い、創業・経営革新を目指す企業のすそ野拡大を図る。

Ⅱ中小企業の人材育成・活用支援
　・創業塾・第二創業塾、創業セミナー（２３．１億円）
　　　創業に必要なノウハウなどの取得を目指す創業塾・第
二創業塾の研修内容を拡充して、企業経営の能力開発を
支援する。

Ⅲ中小企業の再生支援と中小企業金融の円滑化
　・証券化支援（１２０億円）
　　　前年度比３倍増の予算で、無担保・無保証融資を積極
的に展開するとともに、引き続きセーフティネット対策
を推進し中小企業への円滑な資金提供を確保する。

Ⅳ商店街・中心市街地活性化対策の重点投入
　・戦略的中心市街地商業等活性化支援事業（５０億円）
　　　大型店の進出などで厳しい状況の中、まちづくりと一
体となった先進的取り組みを行う地域に関係省庁と連携
しつつ、重点的な支援を行う。

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら
、「
偽

装
業
者
に
よ
る
代
理
融
資
を
勧
誘

す
る
事
件
が
発
生
し
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し
い
」

旨
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

【
具
体
的
事
例
】

●
電
話
ま
た
は
Ｄ
Ｍ
で
「
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
代
理
融
資
を
行

っ
て
お
り
、
保
証
料
を
払
え
ば

融
資
が
可
能
」
と
し
て
現
金
の

振
込
み
を
要
求
。

●
国
民
生
活
金
融
公
庫
と
類
似
し

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																

�
�
�
�
�
�
�
�
	

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
�
�

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
��������������������������������

�
�
�
�
�
��
����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

　

県
連
合
会
と
各
商
工
会
で
は
、

専
門
家
に
よ
る
「
特
産
品
ク
リ
ニ

平成１６年度

後期技能検定のお知らせ
受験申請書の受付
　９月２８日 ‚～１０月８日 »

受験申請書の提出先
　富山県職業能力開発協会
　　　富山市新富町２－４－２２

（tel４３２－９８８３）
　申請用紙は、各商工会に備えてあり
ます。
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再生紙を使用しています。�

イベント名�
まほろば夕市�
市の里ふくの昼市�
春日温泉まつり�
とやま舞台芸術祭利賀２００４�
いきいき大山「食まつり」�
大島町開町115周年記念 第７回大島まつり、第１３回全国大島ふるさと特産フェア�
大門曳山まつり�
慈光院火渡り法要�
つくりもん市�
市姫さんど�
ど～んと利賀の山祭り�
高山本線全線開通７０周年イベント�
ビッグ「庄川なんでも市」�
丘の夢牧場ふれあいフェア�
ふれあい商工祭り�
いなみ物産フェア・井波彫刻まつり�

日　時�
１０／２（土）１６：００～１９：００�
１０／２（土）１０：００～１４：００�
１０／３（日）１０：００～�
１０／３（日）�
１０／９（土）１１：００～１５：００�
１０／９（土）～１０(日)�
１０／１０（日）�
１０／１７（日）�
１０／１７（日）�
１０／１７（日）�
１０／２３（土）～２４（日）�
１０／２４（日）�
１０／２４（日）９：００～１４：００�
１０／２４（日）�
１０／２４（日）９：３０～１３：３０�
１０／３０（土）～１１／３（祝）９：００～１７：００�

お問い合せ先�
立山町商工会　�
福野町商工会�
大沢野町観光協会　�
（財）富山県利賀芸術公園財団�
大山町商工会�
大島町商工会�
大門町商工会　�
小矢部商工会　�
福岡町商工会　�
上市町商工会　�
利賀村役場　�
細入村役場　�
庄川町商工会　�
婦中町商工会　�
水橋商工会　�
井波町商工会　�

　　�
076-463-1221�
0763-22-2536�
076-467-1963�
0763-68-2028�
076-483-1420�
0766-52-1329�
0766-52-3510�
0766-67-0756�
0766-64-3088�
076-472-0716�
0763-68-2111�
076-485-2111�
0763-82-1155�
076-465-5700�
076-478-0247�
0763-82-0184

 
　
九
日（
土
）〜
十
日（
日
）の
二
日

間
、大
島
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
・
セ
レ
ミ
ュ
ー
ズ
井
波
で
開
催
さ

れ
る
第
７
回
大
島
ま
つ
り
は
、全
国

七
つ
の
大
島
と
近
隣
市
町
村
の
特

産
品
の
販
売
を
行
う
「
全
国
大
島

ふ
る
さ
と
特
産
フ
ェ
ア
」、へ
ち
ま
投

げ
大
会
、花
火
大
会
な
ど
沢
山
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、商
工
会
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

地
元
商
店
が
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に

感
謝
し
特
価
品
を
販
売
す
る
ほ
か

昔
懐
か
し
い
駄
菓
子
屋
コ
ー
ナ
ー
・

飴
細
工
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
す
。�

　
十
七
日（
日
）、毎
月
第
三
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
恒
例
の
つ
く
り

も
ん
市
が
、福
岡
町
カ
メ
ラ
館
通
り

で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。毎
回

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
は
、大
阪
、

奈
良
、岐
阜
、長
野
、石
川
等
県
外

か
ら
の
出
店
が
多
く
、朝
取
れ
野
菜
、

日
用
品
、衣
類
、手
作
り
小
物
、飲

食
、陶
器
、雑
貨
等
の
約
五
十
店
が

並
び
会
場
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
、ま
た
青
年
部
、女
性
部

の
店
も
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
大
道
芸
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
等
も
開
催

さ
れ
、中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
き
ま
し
た
。�

　
出
店
者
を
募
集
中
で
す
。�

�

　
「
第
三
十
回
井
波
彫
刻
ま
つ
り
」

「
第
二
十
二
回
い
な
み
物
産
フ
ェ
ア
」

が
十
月
三
十
日（
土
）〜
十
一
月
三

日（
祝
）に「
い
な
み
木
彫
り
の
里
」

に
て
開
催
。三
十
回
記
念
イ
ベ
ン
ト

の「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
」、恒

例
の「
野
外
公
開
制
作
」「
天
神
様

即
売
展
」「
干
支「
酉
」彫
刻
展
」「
神

具
・
木
工
関
係
等
町
の
特
産
品
販
売
」

ほ
か
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！���

�

「全国大島ふるさと特産フェア」会場�

木彫り天神様の即売�

多くのテントが並ぶフリーマーケット�


